
令和8年度 ACP研修会【実践編】
主催：名古屋市はち丸在宅支援センター

◆ 日 時：令和9年1月23日（土）14：00～17：00
※ 受付開始 13：30～

◆ 申し込み締め切り日：1月4日（月）

◆ 場 所：名古屋市医師会館 6階講堂（東区葵1-4-38）

※ 駐車場に限りがありますので、公共交通機関のご利用にご協力をお願いします

※ 会場内での食事はご遠慮ください

◆ 対 象：名古屋市内の在宅療養者支援に携わる医療・介護の多職種

※ ACPの基礎知識をお持ちの方の受講を推奨します

◆ 定 員：65名 ※ 市内在勤者優先

◆ 講 師：いなば法律事務所 代表弁護士、日本臨床倫理学会 副理事長
久留米大学医学部客員教授 三重大学医学部客員教授

稲葉 一人 氏

◆ 内 容：講義 ＋ グループワーク（事例をもとにチームで考えます）

◆ 申し込み方法：下記URL、または、二次元コードから
お申し込みください

https://forms.gle/QPpMJFzHbsGWkLUQ6

※ 日本医師会生涯教育認定講座 CC13：医療と介護および福祉の連携（2.5単位）

おもいを叶えるために
～在宅医療・介護連携の中での臨床倫理的課題～ 

参加費無料
事前申込要

＜問い合わせ先＞ 名古屋市はち丸在宅支援センター 事業企画グループ 052-971-0874（代）

ACPは、患者さんやご家族とともに「これからの生き方」を考えていく大切なプロセスです。本人の意向
を尊重し、「本人にとっての最善」をめざして多職種が支援を進める過程では、さまざまなジレンマが生
じます。皆さんは、そのジレンマにどのように向き合っているでしょうか。
本人・家族・医療介護の専門職チームが「最善」に向かうためには、立場を超えた“対話”が欠かせま

せん。本研修会では、臨床倫理の観点から、多職種で本人の想いを実現するためのよりよい支援につ
いて学びます。皆さまのご参加をお待ちしています。
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